
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ．「地域」に関係の深いテーマを選定しているもの 
 地域の情報は、やはりその地域に住んでいる方にはもっとも関心をもたれるもので

す。また図書館という立場で考えてみても、地域の情報に一番詳しいのはその地域に

ある図書館ですから、地域の情報の発信という点でも重要な意味があります。 

 

「堺市の古墳を知ろう！」 多部 裕一 

 表は古墳に関する説明、裏は図書の紹介になっ

ており、古墳に関するパンフレットとして観光協会

等図書館以外の場所でも活用できそうです。 

 

「宮水をしらべよう」  野村 瑞穂 

「地域応援パスファインダー 自分で調べるシ

リーズNO.１」という名称を付してシリーズ化で

きる形式をとっています。秀逸です。 

 

２．パスファインダー 講評  (篠塚富士男 先生) 

全体として力作が多く、皆さんが真摯に、しかし楽しみつつ作成したことがよくわ

かります。皆さんの作品について 私がいくつかの視点を設定して簡単にコメン

トしてみましたので、パスファインダーの鑑賞や作成の際の参考にしてください。 
 

Ⅰ．「地域」に関係の深いテーマを選定しているもの ・・・・・・・・・・・・・・・・ ２８ 

Ⅱ．「対象」に応じた内容・記述がなされているもの ・・・・・・・・・・・・ ２9-３０ 

Ⅲ．内容や表現に工夫がこらされているもの、 

見ていて見やすいもの、楽しいもの        ・・・・・・・・・・・・・・・ ３１-３２ 
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Ⅱ．「対象」に応じた内容・記述がなされているもの 

 小学生を対象とするものと一般を対象とするものでは、当然記述が変わって

きます。また一般や大学生を対象とする場合でも特定の利用者を想定すると内

容や記述が変わりますね。 

「化学について調べる」 

 中学・高校生以上の理系でない人を

対象としているので入門書でも理系

大学生向きのものを除外できる検索 

方法についてガイドしています。 

 

「がいこくじんのせいかつがいど」   
黒滝由香里 

外国人向けということで、 

漢字が使われていません。 
 

 

「川について調べる」  

 小中学生向けなので 振り仮名や言い

換え（関連機関（相談先）と記述するなど）

に工夫がこらされ、非常にわかりやすい

内容になっています。 
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「化学物質と生態系について
調べる」 松永 綾 

 
 自然科学系のテーマは比較的少ない

のですが、テーマの性格から新聞や論文

等のデータベースも紹介されています。 

「レポート・論文って何？」 森 敬洋 

 大学１年生がレポートを授業で課されて困った

ときに「こういうお悩み、ありませんか？」と利

用者の立場に寄り添った形でガイドしています。 

「企業情報を調べる」 

 企業情報は潜在的なニーズは

大きいですが、公共図書館では

あまりガイドされていません。社

会人・大学生に歓迎される情報

といえます。 

「司書講習受講生のための調べもの」   
小路 一彦 

 これはユニークなテーマですが地下書庫の利用

法や受講生証の特典の情報もあり、皆さんにとっ

て有用な情報が記述されています。 30 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ．内容や表現に工夫がこらされているもの、 

見ていて見やすいもの、楽しいもの 
 

 デザインや全体構成で工夫がこらされていると、思わず

利用者が手に取りたくなります。 

「日本の神話について調べよう!!」 

 全体のデザインやイラストが楽しく、思わず

手に取りたくなります。 
 
 

 

「仕事・将来について調べる」 

「Teens 調べものガイド」と名付けられ、ヤン

グアダルト層が手に取りやすいデザインにな

っています。 

 

「仕事について調べる」  

 中学生向けということで、本文以外にも将来

なりたい職業ランキングや「おまけ」「次の一冊

へ」といった興味を引きそうな記述があります 

「としょかんでしらべよう！「おばけ」」   
 野口 加奈 
 

小学校中・高学年向けですが、とにかく挿絵・デザ

インが楽しい！子どもが先を争って持っていきそう

です。 
31 
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「プログラミング教育を調べる」    
 

 小中学生でのプログラミング教育の必修化を

背景として、本パスファインダー作成の目的を最

初に記述し、位置づけを明確にしています。 

「音楽セラピーについて調べてみよう」 

  山本 佳納子 

 「キーワードや活用シーン別に考える」の部分で

挿絵的に人物を書き入れたブレインストーミング

風の表現がなされているのが非常に効果的です。 

「漢字の成り立ち：入門編」 吉井 正彦 

 小学生高学年・中学生向けということで、請求

記号を図書館のラベル風に表示することで図書

館の本だというイメージが得られます。児童生

徒にも親しみがあるラベルですので、より身近

に感じることでしょう。 

「防災について調べる方法」  
柴田 泰子 
インターネットの情報の紹介で 

URLだけでなくQRコード 

も表示しています。 
 

 


